
平成２３年度 学校経営方針 

                                                                                 

 少子化による児童数の減少や校区外から通学する児童数の増加を考えると、“東唐津小学校なら

ではの教育”や“東唐津小だからできる指導”、といった伝統や校風を見つめ直し、大切に次につ

なげていく必要があります。また、変化の著しい今日の社会や地球環境に対応していくためには、

時として自己や組織の変革も重要となってきます。一歩前に進むチャレンジ精神を持って、子ども

たちと向き合います。 

下に掲げる学校教育目標の具現化に向け、私たち東唐津小学校の職員は仲間意識を高め、組織的

かつ機能的・効率的に教育活動に取り組んでいきます。   
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重点目標３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなと仲よく伸びる子どもの育成 

～ひびき合い活動を通じて自ら解決しようとする態度や実践力を育て、 

活動や学びの自立をめざす～ 

○基礎学力の定着 

○基本的学習習慣の定着 

○準備力を生かした一人学習の定着 

○学び方マニュアルの活用 

○自学ノートの有効な活用 

○表現力の向上 

○国際化・情報化に対応した教育の推進 

○思いやりのある心の育成 

○道徳教育の充実 

○人権・同和教育の推進（なかよし教室） 

○あいさつ運動の推進 

○読書活動の推進 

○うしおタイムの充実 

○ハートフルフラワー活動 

○基本的な生活習慣の定着 

○食育の充実 

○健康教育の充実 

○朝ラン・浜ランの実施 

 

豊かな心の育成 

たくましい体の育成 

確かな学力の向上 



児童の実態 
 
 
 
 
 
 
 
 

めざす児童像 
 
 
 
 
 
  めざす学校像                めざす教師像 
 
 
 
 
 
 
 

【 東っ子の合い言葉 】 

 
 
 
 
 
 
 

◎ 本校教育の重点 

○ 教育目標達成のため、全職員が共通の基盤に立ち、責任と協力のもとに創意を生かし、

教育実践にあたる。 

○ 学習の充実をめざす学習指導法の実践研究をし、指導力の向上を図る。 

○ 特別支援、教育相談、生徒指導など組織体制づくりを進める。 

○ 支援が必要な児童の特性を把握すると共に支援のあり方を共通理解する。 

○ 関係機関や保護者との連携を図る。 

○ 学習環境を整え、一人一人の学習意欲を育て、自ら学ぶ学習習慣の確立を図る。 

○ 人権尊重の教育や道徳教育を推進する。 

○ 保護者との連携のもと、節度ある生活態度の育成に努め、基本的生活習慣の確立と生

活リズムの向上を図る。 

○ ＰＴＡ・地域公民館・市教育委員会・生涯学習課・青少年支援センターなど関係機関

や地域社会との連携を密にし、児童の健全な成長を図る。 

○ 五中校区における五校連絡協議会で小中連携を深めると共に、他の小学校と連携する。 

○ 教育課程の効果的な運用と授業時数の確保に努める。 

1 明るいあいさつや歌声の響く学校 

2 地域の環境を生かした特色ある学校 

3 学力の向上を図り、学びの基礎・基本の

充実に努める学校 

4 一人一人の特性や伸びようとする意欲が

大事にされる学校 

1 自分で考え判断し、課題を持って行動できる子      【自ら学ぶ子】 

2 何のために、誰のために、の意識を持って進んで働く子  【喜んで働く子】 

3 相手の立場に立って考え、行動しようとする子      【思いやりのある子】 

4 目標を持って、学習や活動に最後まで努力する      【ねばり強い子】 

1 児童を愛し、使命感と向上心を持った教

師 

２児童と共に伸びようとする教師 

３保護者や地域の信頼に応える教師 

４信頼し合い、協働する教師 

ひ びきあうあいさつ 

 
が んばる読書   （      ）  

 
し っかり仕事 

・ 素直で従順な児童が多く、よく働く。 

・ 男女、学年の枠を超えて仲がよい。 

・ 活動や学習意欲は高いが積極的に思考・探究する態度や実行力に課題がある。 

・ 自分の考えをみんなの前で述べたり書いたりする等、表現力育成の取り組みで、少

しずつ成果がみられる。 

・ 校区の自然環境を生かした生活科や総合的な学習、特別活動等の実践で、環境を意

識し郷土を愛する基盤が培われている。 


